
｢璽非｣を訴えてきた東電社員殺害事件の元被告､マイナリさんがネパールへ帰った｡
実は､検察が恐れる｢次｣が全国にある｡

東京電力女性社員殺生皐件で
再審決定が出た直後'ある検察幹部はため息をついた｡｢これは'まだ始まりなんじゃないかな｡まだまだ『危ない』のがいっぱいあるから｣.

ゴビング･プラサド･マイナ
リさん(tS)が釈放された6月7日と翌8日'最高検察庁は全国から再審を担当する検事を集め'対策会議を開いた｡足利事件以降､全国各地で再審決定が相次いでいるためだ｡それぞれが経験を語りへ今後の対応を協議したという｡

検察庁が頭を抱えるのは無理
もない｡地裁'高裁を経て､最高裁が有罪とLt刑もすでに執行中の判決が覆るということは'司法制度の根幹が揺らぐということに他ならない｡

なぜ'こうした事態が続発し
ているのか｡

まず最初に'再審制度とはど
ういうものかを説明しよう｡

再審は'刑事訴訟法で定めら

れている｡菟罪を防ぐため'無罪を証明するような新しい証拠が見つかった場合'裁判所に再審請求をすることができる｡審理の上､裁判所が再審開始の是非を決定するが｣弁護側､検察側の双方がその決定の適否を上級審に仰ぐことができる｡最終
･的に再審が必要となれば､通常

の裁判同様'公開の法廷で再審公判が開かれ'判決が出される｡
再審請求から決定までは長い

時間を要する｡弁護側の再審請

求から裁判所の再審開始決定まで数年｡決定が出ても検察が不服とすれば'上級審でまた数年｡証拠によっては'検察が菟罪の可能性を認め､途中で｢徹底抗戦｣を断念すす)とが｢人権回復｣のポイントにもなるわけだ｡トップダウンで決断
足利事件の例で見てみよう｡2000年に無期懲役が確定

した菅家利和さんは､02年に宇都宮地裁に再審請求｡08年に棄

却され､東上基局裁に即時抗告した｡茎巷同我でDNA鑑定をした結果'菅家さんのDNAと1致しなかった｡09年6月､検察庁は｢犯人とする理由はない｣･として菅家さんを釈放｡検察が裁判所の再審決定以前に被告を釈放するのは｢前例がない｣(当時の検察幹部)ことだった｡鑑定結果が出てもなお'警察や検察には菅家さんを犯人視する見方が強かったが'検察首脳がトップダウンで決断した｡当初この首脳のみが'明確に｢絶対に菅家さんは犯人ではない｣と断言していた｡

菟罪事件で'菅家さんが失っ
たものは計り知れず'警察も検察もいくら謝罪したところで許されるものではないだろう｡そ

bぴpう

れでも検察が無謬神話にこだわり｢徹底抗戦｣を続けるよりは'多少はよかったに違いない｡
今回の東電社貝殻害事件での

検察首脳の対応は､それとは対照的だ｡

マイナリさんは05年に東上豊岡
裁に再審請求｡1 1年､DNAを再鑑定した結果､第三者の存在が浮上した｡12年6月7日'東

上登同裁が｢無罪を言い渡すべき
明らかな証拠｣として再審開始を決定し､刑の執行を停止｡マイナリさんは6月15日'出国した.｡マイナリさんは帰国してしまったので'再審公判で万が二検察がいまも主張する有罪判決が出ても､刑に服すことはありえない｡事実上｢これで終わった｣(検察幹部)わけだが､検察は今なお｢徹底抗戦｣の構えだ｡マイナリさんが正式に｢無罪｣と認められるには'なお時間を要することになる｡たくさん｢後｣が棲息る

事件当時'捜査に当たった関
係者は｢あの頃としてはできるだけのことをした｡その後'鑑定技術が進んだのであれば'後は粛々と対応するしかない｣という｡それでも検察が争う理由は'冒頭に述べたように'あま-にたくさん｢後｣が控えていることもあるようだ｡

最近､再審決定が出た例を見
てみよう｡

昨年11月に再審決定が出た福
井女子中学生殺害事件｡

1986年3月19日､福井市
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司法

の市営住宅の一室で'当時中学3年生だった15歳の少女が五十数カ所を刺され殺害された｡1年後'面識があった前川彰司さん(eS)が逮捕されたが､l審の福井地裁は無罪判決｡二審の名古屋高裁金沢支部はシンナー吸引による心神耗弱状態での犯行として'懲役7年を言い渡した｡事件の最大の証拠は｢血のついた服を着た前川さんをかくまった｣という'別の事件で逮捕された元暴力団組員の証言だ｡高裁金沢支部は｢信用性に艶聞がある｣として再審決定をした｡
今年3月には東住士妄児放火

殺人事件でも再審決定が出た｡
95年7月22日､大阪市東住吉

区の住宅で火災が起き'小学6年生の女児(1 1)が焼死｡母の青

ぼくたつひろ

木恵子元被告と内縁の夫朴龍暗元被告が保険金殺人の疑いで逮措された｡06年に無期懲役が確定｡2人は現在服役中だ｡
朴元被告の犯行を認める自白

が最大の証拠だったが'朴元被

告は公判で｢車から漏れて気化したガソリンが風呂釜に引火した｡自白は強要された｣と主張｡再審請求で弁護団が証拠として提出した火災の再現実験などをもとに'大阪地裁は｢自白の信用性に疑問がある｣とした｡検察は｢徹底抗戦｣だが
検察はいずれも不服を申し立

て'｢徹底抗戦｣の構えだ｡東住吉女児放火殺人事件でrHbr弁護側は2人の無期懲役刑の執行停止を求めたが'大阪高裁は認めなかった｡大阪高裁が再審開始を認めない可能性もある｡

年一隻捜がて二二∵イりでたに際るマぶルめ査国い

このほかにも'再審請求をし
ている事件は多数ある｡日本弁護士連合会が支援する事件だけで7件にのぼる--表.

40年近くにわたって支援を続
ける｢再審･えん罪事件全国連絡会｣(本部=重点都文京区)も､福井'東住吉の2件のほかに､

しかん

殺人事件では仙台筋弛潰剤事件など6件の再審請求を支援している(5件は日弁連と重複)｡

検察関係者はこれらの事件に

日弁連が

支援中の
再審事件

名張毒ブドウ酒事件
1961年3月､三重県名張市で

開かれた地域の懇親会でブ
ドウ酒を飲んだ5人が死亡o

奥西野死刑囚に72年､死刑判

決が確定

袴田事件
1966年6月､静岡県清水市(盟

諸岡市)の味噌製造会社の一

家4人が殺害され袴田巌死刑

囚に80年､死刑判決が確定

写?.Y.ヨ無線事件
1966年12月､福岡市の電器店

で起きた彊盗殺人放火事件
で70年､尾田信夫死刑囚に死

刑判決が確定

田野町事件
1984年12月､滋賀県で起きた

強盗殺人事件｡ 20∞年､常連客

だった男性に無期懲役が確定

聡璃事件
1985年1月､静本県松宿町(現

宇城南)で知人男性を刺殺し
たとして90年､元受刑者の宮

田浩喜さんに懲役13年の確

定判決(服役済み)

福井女子中学生殺害事件

東電女性社員殺害事件
1997年3月､東京･渋昔で東電

女性社員が殺害される

ついて｢現在の裁判所の姿勢からみると'どれもどうなるかわからない｣という｡

中でも注目されるのは'遺族

が再審請求している事例だ｡同会も日弁連も支援する日野町事件は'滋賀県で起きた強盗殺人事件だが､広島刑務所で無期懲役に服していた元被告がすでに病死｡再審請求の途中だったため'遺族が改めて再審請求した｡死刑が執行されてしまったものもある｡92年'福岡県で女児2人が殺された飯塚事件では'06年'一貫して容疑を否認してい
くまみちとし

た久間三千年元死刑囚の死刑が確定｡再審請求準備中の08年､刑が執行されたがう現在､遺族が再審請求中だ｡この事件は証拠が極めて少なけ.いずれも'菟罪とわかっても被害回復はできない状況で'当事者でもある裁判所が'どのような結論を出すのかが注目される｡裁判所が検嚢と距離
こうした中で'前出の検察関

係者が｢特に気になる事件｣と挙げたのは'仙台筋弛渡部事件だ｡00年に仙台市のクリニックで元准看護師の守大助受刑者が点滴に筋弛濃剤を混入'5人を殺傷したとして'無期懲役が確定'服役中だ｡同事件では'大

阪府警の鑑定で筋弛潅剤の滅分が検出されたことが'大きな決め手となった｡再審請求に際し､弁護側はこの鑑定を否定する独自の実験結果を出しているが､検察側はすでに試科を全量消費し再鑑定ができない状態で､反論を検討中だ｡
それにしても'なぜこのよう

に再審決定が相次ぐのか｡
元検察幹部は｢かつては､裁

判所と検察は極めて近い存在で､治安を維持していた｡裁判員制度が始まってから､裁判所は検察と距離を置き始めた｣という｡再審･えん罪事件全国連絡会事

ずけらんあつし

務局長の瑞慶覧淳事務局長も裁判員制度の導入に加え｢以前より検察側の証拠開示が進んだこととDNA鑑定など科学捜査の進歩｣を挙げる｡｢裁判所と検察との距離｣については､｢裁判官によって違う｣｡

懸念すべきは'検察内部に｢再
審決定が相次いでいることは治安維持上の問題がある｣との声が出ているということだ｡大阪地検特捜部の証拠改窺事件を契機に｢引き返す勇気｣を持って改革に取-組むはずだった検察｡

しんし

新証拠に其撃に接することな-'戦前よろしく｢治安維持｣を持ち出すのは言語道断であろう｡

編集部　三橋麻子
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